



























































判定をtrypan blue exclusion testを用
いて行う。
必要な機器:インキュベーター，光学顕
微鏡
④ 動物実験 抗腫瘍活性:Meth-A細胞を
腹部皮内に接種し（1×10원），接種した日
をゼロとして，200 mg/kgの割合で経口
投与する。
必要な機器:動物施設
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⑤ 抗酸化作用の測定:DPPH法を用いる
（鈴鹿で学習）。吸光度測定器
⑥ 成分分析:鈴鹿医療科学大学野路教授に
依頼。NMR分析。
【結論】
他の担子菌類例えばアガリクスなどは抗腫瘍
活性を有する分画はβ-1,6-D-glucanである。
他に考えられる成分として，α-1,3-D-glucan
あるいはβ-1,3-Dαglucanと説明されている
が，いずれも含有量は少なく，抗腫瘍作用を示
す成分と思われない。ツバヒラタケのglucan
成分は分析されたことはなく，成分は一般の担
子菌とそれほど違いがないと思われるが，検討
の余地はある。また，ツバヒラタケを健康食品
として販売するためには抗酸化作用など生活習
慣病改善あるいは予防作用が期待できなけれ
ば，消費者には受け入れられないと思われる。本
研究の期待される成果は，抗酸化作用の証明お
よびその発現のメカニズムおよびこの抗酸化作
用が抗腫瘍活性発揮にどのように関与している
か，解析することである。
― 85―
三八地区における健康影響の近未来予測
